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タイプ 地域名

Ａ

Ｂ

Ｃ

豊 科

穂 高

三 郷
堀 金
明 科

市街化区域

市街化調整区域

まちづくり条例区域

地域内全体

建築可能です（用途地域の工業
専用地域には建築できません）。

市街化を抑制する区域ですので、
建築には県の許可が必要です。

まちづくり条例により、各ゾーン
で建築できる場合とできない場
合があります。

建築可能です。

○

×

○△×

○

建築したい区域 建築可否 内     容

現
在
は
旧
町
村
ご
と
の

運
用
を
し
て
い
ま
す

　
土
地
の
使
い
方
や
建
物
の
建
て

方
は
�
さ
ま
ざ
ま
な
ル
�
ル
︵
管

理
の
方
法
︶
が
あ
り
ま
す
�
国
で

定
め
て
い
る
共
通
の
ル
�
ル
が
�﹁
都

市
計
画
法
﹂
や
﹁
建
築
基
準
法
﹂
な

ど
の
法
律
で
す
�
ま
た
�
そ
れ
ぞ

れ
の
都
道
府
県
や
市
町
村
で
も
�

ま
ち
の
景
観
や
土
地
利
用
な
ど
に

つ
い
て
�
地
域
独
自
の
条
例
な
ど

を
定
め
て
い
ま
す
�

　
現
在
�
市
で
は
旧
町
村
ご
と
に

そ
の
ル
�
ル
が
異
な
�
て
お
り
�

大
き
く
分
け
る
と
3
つ
の
タ
イ
プ

に
分
類
で
き
ま
す
�
Ａ
タ
イ
プ
は
�

豊
科
地
域
で
採
用
さ
れ
て
い
る
﹁
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
区
域
区
分
︵
線

引
き
制
度
︶
﹂
を
主
体
と
す
る
も
の
�

Ｂ
タ
イ
プ
は
穂
高
地
域
で
採
用
さ

れ
て
い
る
﹁
土
地
利
用
規
制
に
関

す
る
自
主
条
例
﹂
を
主
体
と
す
る

も
の
�
Ｃ
タ
イ
プ
は
三
郷
地
域
・

堀
金
地
域
・
明
科
地
域
で
採
用
さ

れ
て
い
る
﹁
建
築
基
準
法
﹂
を
主

体
と
す
る
も
の
で
す
�
Ａ
タ
イ
プ

と
Ｂ
タ
イ
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
定
め

が
あ
り
�
比
較
的
規
制
が
厳
し
く
�

Ｃ
タ
イ
プ
は
規
制
が
緩
や
か
と
い

え
ま
す
�

　
例
え
ば
�
同
じ
市
内
に
個
人
住

宅
を
建
て
る
場
合
で
も
�
建
て
る

地
域
に
よ
�
て
�
建
て
ら
れ
る
場

所
や
手
続
き
が
大
き
く
異
な
�
て

い
る
の
が
現
状
で
す
�

※今回は、「都市計画法」と「まちづくり条例」に関する事のみを簡略化して記載しています（下表についても）。

　実際の建築の際には、「農振法」「農地法」などの他法令も関連しますので、建築不可となる場合もあります。

（穂高地域）

（明科地域）

（豊科地域）

まちづくり条例区域

市街化区域

市街化調整区域 （原則）
（堀金地域）

（三郷地域）

� 広報 5月号

同
じ
市
内
に
住
宅
を

建
て
る
場
合
･･･

4月から5月にかけて一斉に田んぼに水が張られる。

安曇野の豊かさと美しさを実感する季節。

�広報 5月号



� 広報 5月号

安
曇
野
市
に
あ
る

�

３
つ
の
ル
ー
ル

安
曇
野
と
田
園
環
境

人
口
増
と
農
業
低
迷
で

環
境
が
変
わ
る
可
能
性
も

　
市
の
土
地
利
用
計
画
を
考
え
る

上
で
安
曇
野
と
田
園
環
境
の
関
係
は
�

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
視
点
と

な
り
ま
す
�

　
平
成
15
年
６
月
に
安
曇
野
地
域

任
意
合
併
協
議
会
が
実
施
し
た
住

民
ア
ン
ケ
�
ト
で
は
�
安
曇
野
地

域
が
将
来
進
む
べ
き
方
向
性
に
つ

い
て
﹁
自
然
環
境
と
景
観
を
維
持

す
る
こ
と
に
努
力
す
る
﹂
と
い
う

回
答
が
第
１
位
で
し
た
�
平
成
17

年
２
月
に
安
曇
野
地
域
合
併
協
議

会
で
策
定
さ
れ
た
﹃
安
曇
野
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
﹄︵
新
市
建
設
計
画
︶

に
お
い
て
も
�﹁
安
曇
野
の
豊
か
な

歴
史
や
文
化
�
自
然
環
境･

景
観
を

守
り
�
暮
ら
し
や
す
さ
と
産
業
発

展
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
田
園
都

市
づ
く
り
﹂
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
�
安
曇
野
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
各
種
施
策
は
�
田
園
環

境
の
保
全
と
活
用
が
前
提
と
な
る

必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
す
�

　
ま
た
�
景
観
面
だ
け
で
な
く
�

都
市
経
営
の
視
点
で
も
田
園
環
境

の
維
持
は
大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
�

例
え
ば
�
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
小

さ
な
宅
地
開
発
が
点
々
と
行
わ
れ

る
と
い
う
状
態
は
�
道
路
・
公
園
・

上
下
水
道
な
ど
新
た
な
施
設
の
効

率
的
な
整
備
が
難
し
く
な
り
ま
す
�

　
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
で
�

安
曇
野
市
で
は
�
増
加
傾
向
に
あ
り
�

今
後
も
こ
の
地
に
住
居
を
求
め
る

人
は
増
加
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ

ま
す
�
ま
た
�
宅
地
化
す
る
農
地

所
有
者
の
事
情
を
見
る
と
�
農
業

所
得
の
減
少
や
担
い
手
不
足
な
ど

か
ら
農
地
を
手
放
す
農
家
が
増
え

て
お
り
�
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
�
農
地
転
用
が
着
実
に

進
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
�

　
Ａ
タ
イ
プ
・
Ｂ
タ
イ
プ
そ
れ
ぞ

れ
の
長
所
�
短
所
を
検
討
し
な
が
ら
�

安
曇
野
市
の
土
地
利
用
管
理
の
方

法
を
探
�
て
い
き
ま
す
�

Ａタイプ
【豊科地域】

Ｂタイプ
【穂高地域】

Ｃタイプ
【三郷地域・堀金地域】

【明科地域】

⑥地区計画

⑤用途地域

④市街化調整区域
③市街化区域

②都市計画区域外

②都市計画区域外

①都市計画区域

①都市計画区域

①都市計画区域

⑦まちづくり条例区域

用語解説 ①都市計画区域
　都市として総合的
に整備、開発、保全
する必要がある地域。
県が指定する。

②都市計画区域外
　都市計画区域に含
まれない区域。安曇
野市では山岳部が該
当する。

④ 市街化調整区域
　自然環境や農地な
どを保全するために、
市街化を抑制する区
域。原則として、住
宅の建築や土地の開
発は制限される。

③ 市街化区域
　既に市街地となっ
ている区域や今後優
先的・計画的に市街
化を図るべき区域。
この区域内では土地
の合理的な利用を図
るため、用途地域（⑤）
が定められている。

⑤ 用途地域
　住宅地・商業地・
工業地など、土地の
利用目的と建てられ
る建物の用途によっ
て区分された地域で
全部で12種類。市町
村が定める。

⑥ 地区計画
　身近な地区を単位
として、その地区の
特性に応じて、きめ
細やかなルールを定
めるまちづくりの計
画。地元住民の意見
を基に市町村が定め
る。

線引き
　都市計画区域を「市
街化区域」と「市街
化調整区域」の2つ
に分けること。正式
には「区域区分」。

⑦ まちづくり条例区域
　穂高地域をゾーニ
ングし、独自の基準
や事前協議制を設け
ることにより、開発
事業の規制誘導を図
っている。

土
地
利
用
の
規
制
は
必
要
か
？

Ａ
タ
イ
プ
・
Ｂ
タ
イ
プ
を

�
 
 
 
 

ベ
ー
ス
に
検
討

　
今
後
�
乱
開
発
を
防
ぎ
�
豊
か

な
自
然
・
景
観
と
都
市
機
能
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
た
市
を
目

指
す
た
め
に
は
�
行
政
に
よ
る
一

定
の
規
制
・
誘
導
を
行
い
�
土
地

利
用
を
管
理
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
�

　
田
園
地
域
の
土
地
利
用
に
関
す

る
法
律
に
は
�
農
地
そ
の
も
の
を

管
理
す
る
﹁
農
地
法
﹂
や
﹁
農
業
振

興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
︵
農

振
法
︶
﹂な
ど
も
あ
り
ま
す
が
�
こ

れ
ら
は
農
業
政
策
上
の
視
点
か
ら

定
め
ら
れ
た
法
令
で
す
�

　
土
地
利
用
を
規
制
す
る
に
は
�﹁
都

市
計
画
法
﹂
や
﹁
建
築
基
準
法
﹂
�

﹁
自
主
条
例
﹂
と
の
連
携
・
運
用

が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
�

　
安
曇
野
市
の
土
地
利
用
管
理
の

方
法
を
探
る
た
め
�
次
ペ
�
ジ
か

ら
は
�
Ａ
タ
イ
プ
・
Ｂ
タ
イ
プ
そ

れ
ぞ
れ
の
長
所
�
短
所
を
比
較
検

討
し
て
み
ま
す
�

�広報 5月号



Bタイプ
土地利用規制に関する市独自の自主条例

2つの
�タイプを
�比較！

　穂高地域では、平成11年に「土地利用調整基本計画」

を策定し、町内全域を9種類のゾーンに分けて土地利用

に関する基準を定め、翌年「穂高町まちづくり条例」を
制定。開発事業の手続きについて基本的なルールや仕組

みを定めました。これにより、地区の特色を生かしたま

ちづくり計画をつくることも可能になりました。現在、

2地区が「まちづくり推進地区」に指定され、そのうち

1地区で「地区まちづくり基本計画」が策定されています。

Aタイプ
都市計画法に基づく線引き制度

　市街地として建物が建てられる「市街化区域」と市街
化を抑制する｢市街化調整区域｣に分けることで、中心市
街地の形成・自然環境や農地を保全しつつ、コンパクト

なまちづくりを目指していく制度です。旧豊科町では、

昭和46年に線引きされています。都市計画法では、線

引きされている都市計画区域の「市街化区域」において
は必ず「用途地域」を定めることとされており、それぞ
れの目的に応じて建てられる建物の種類が決められます。

豊科地域でもそれぞれ地域の目指すべき土地利用の方向

を考えて11種類に分けられています。線引きは県が決

定し、県内では、長野市・松本市など、安曇野市（豊科

地域）を含む６市町で導入されています。

項 目

強制力

都市計画の
 ゆくえ

強い

A�タイプ（線引き制度） B�タイプ（自主条例）

　罰金のほか、都市計画制限等に対す

る違反是正のための監督処分として

の代執行も可能。

運用の
弾力性・
機動性

小さい
　法に基づいて県が運用するもので

あることから、きめ細やかな運用を円

滑に進めにくい。

住民参加の
機会

少ない
　市街化区域・市街化調整区域の設定

に関して、都市計画法の規定に基づく

参加手続きが保証されるにとどまる。

財政負担

少ない
　コンパクトなまちづくりにより、施

設（道路・公園・上下水道など）が効率

的に整備できることから、まちづくり

に対する財政負担が少ない。

弱い
　手続き違反に対する軽微な罰則な

どにとどまる。

大きい
　独自にルールを設定するため、規制

の対象・内容・手続き等を地域の実情

に即して定めることが可能。

多い
　より地域に根ざした合意形成が図

られやすい。

多い
　Ａタイプより、都市が拡散すること

から、効率的な施設整備に欠け、財政

負担が多い。

市
民
参
画
が
大
き
な
鍵
に

　
私
た
ち
の
生
活
に
と
�
て
身
近

な
も
の
で
あ
る
都
市
計
画
は
�
皆

さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
て
�
策
定
・

実
施
し
ま
す
�
計
画
案
を
広
く
市

民
の
皆
さ
ん
に
示
し
�
意
見
や
要

望
を
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ

と
で
�
よ
り
き
め
細
や
か
な
�
そ

の
地
域
に
合
�
た
ま
ち
づ
く
り
計

画
が
策
定
で
き
ま
す
�
市
で
は
本

年
度
か
ら
ア
ン
ケ
�
ト
調
査
の
実

施
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
�
ま

ず
は
�
皆
さ
ん
に
現
状
を
知
�
て

い
た
だ
き
�
そ
の
上
で
�
安
曇
野

に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
成

功
さ
せ
る
た
め
の
ル
�
ル
を
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
�

そ
の
た
め
に
は
�
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
声
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
�
皆
さ
ん

の
積
極
的
な
参
画
が
�
新
市
の
土
地

利
用
計
画
の
大
き
な
鍵
と
な
り
ま
す
�

◎都市建設部

くぼた　えいじ

部長久保田 栄次

〔問〕都市建設部都市計画課 �72・3111

� 広報 5月号 �広報 5月号



＊ T O P I C S 市政トピックス

防
災

あ
な
た
の
地
域
は
何
分
団
？

本
業
を
持
ち
な
が
ら
、地
域
の
安
全
を
守
る
消
防
団
。

４
月
か
ら
新
体
制
と
な
り
、あ
な
た
の
地
域
の
防
災
力
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

　
消
防
団
の
組
織
は

大
き
く
分
け
て
﹁
団

本
部
﹂
と
﹁
分
団
﹂

に
分
か
れ
ま
す
�

　
﹁
団
本
部
﹂
は
消
防
団
全
体
を

統
制
し
�﹁
分
団
﹂
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
を
中
心
に
活
動
し
ま
す
�

　
ま
た
�
﹁
方
面
隊
﹂
は
分
団
を
旧

町
村
単
位
で
ま
と
め
た
組
織
と
な

り
ま
す
�

　
新
体
制
で
は
﹁
団
本
部
﹂
に
﹁
音

楽
喇
叭
︵
ら
�
ぱ
︶
隊
﹂
﹁
女
性
消

防
隊
﹂
が
新
た
に
構
成
さ
れ
�﹁
予

防
消
防
﹂﹁
応
急
手
当
の
指
導
﹂
な

ど
を
中
心
に
活
動
し
ま
す
�

　
分
団
に
つ
い
て
は
﹁
39
﹂
あ
�

た
分
団
数
を
﹁
16
﹂
分
団
に
統
合
し
�

分
団
の
下
に
﹁
部
﹂
を
新
た
に
設

け
ま
し
た
�

　
管
轄
区
域
は
旧
分
団
が
管
轄
し

て
い
た
区
域
を
部
が
管
轄
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
�

　
今
後
も
組
織
や
管
轄
区
域
�
出

動
体
制
な
ど
の
見
直
し
を
図
り
�

現
状
に
即
し
た
消
防
団
組
織
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
�

�

消
防
団
は
�
地
域
に
密
着
し
た

自
衛
消
防
と
し
て
日
ご
ろ
か
ら
災

害
に
対
す
る
訓
練
�
広
報
活
動
な

ど
を
行
い
�
火
災
・
災
害
な
ど
が

発
生
し
た
際
は
昼
夜
の
別
な
く
現

場
に
駆
け
付
け
活
動
し
て
い
ま
す
�

ま
た
�
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

で
は
�
短
時
間
に
１
０
０
人
以
上

の
団
員
を
召
集
で
き
る
組
織
と
し
て
�

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
大

き
な
役
割
を
担
�
て
い
ま
す
�

　
し
か
し
�
最
近
は
﹁
団
員
の
確
保
﹂

が
年
々
難
し
く
な
り
憂
慮
す
べ
き

事
態
と
な
�
て
い
ま
す
�

　
ぜ
ひ
�
こ
の
機
会
に
身
近
な
防

災
組
織
で
あ
る
消
防
団
に
注
目
し

て
い
た
だ
き
�
消
防
団
の
活
動
に

対
し
�
一
層
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
�

応急手当講習会（6月）のご案内

　松本広域消防局では応急手当講習会を毎月開催しています。6月に市

内で開催する講習会は次のとおりです。

◆上級救命講習会（普通救命講習を受講していない人も受講可）

　　○日時　６月10日（土）午前９時〜午後５時

�　　　　　（８時間講習・昼食各自で用意）

　　○場所　　穂高旧保健センター（穂高総合支所庁舎西側）

　　○申し込み・問い合わせ　穂高消防署（Tel82・3262）

◆普通救命講習会

　　○日時　　６月11日（日）　午前９時〜正午

　　○場所　　豊科消防署　２階講堂　（豊科郵便局東隣）

　　○申し込み・問い合わせ　豊科消防署（Tel72・3145）

　消防団も新体制となり、地域

の安心安全なまちづくりのため、

団員一丸となって取り組みます。

◎安曇野市消防団

やす おはやし

団長林　安男

団本部の編成分団の管轄区域

消防団の人数構成

分団の編成

分団長  副分団長  部長  班長  団員

団長

副団長

副団長

副団長

副団長

副団長

本部班長

音楽喇叭隊長

女性消防隊長

分団長

分団長

分団長

分団長

分団長

豊科方面隊長

明科方面隊長

穂高方面隊長

堀金方面隊長

三郷方面隊長

喇叭部長

音楽部長

方面隊・分団等名称

�第１部

�第２部

�第３部

�第１部

�第１部

�第２部

�第３部

�第４部

�第１部

�第２部

�第３部
�

�第１部

�第２部

�第３部

�第１部

�第１部

�第２部

�第１部

�第２部

�第９分団

�第10分団

�第11分団

�

�

�

�第12分団

�

�

�
�第13分団

�第14分団

�第15分団
�

�第16分団

�穂高方面隊
�

�

�

�

�

�

�

�堀金方面隊

�

�

�三郷方面隊

�穂高

�穂高

�穂高

�穂高北穂高

�穂高有明

�穂高有明

�穂高有明

�穂高有明

�穂高牧

�穂高柏原

�穂高

�穂高柏原

�堀金烏川

�堀金烏川

�堀金三田

�三郷小倉

�三郷温

�三郷温

�三郷明盛

�三郷明盛

�等 力々

�穂高

�穂高町、等 力々町

�青木花見、狐島、島新田

�古厩、立足

�新屋

�橋爪、耳塚

�嵩下、富田、小岩岳、豊里

�牧

�久保田、塚原

�矢原、柏矢町、白金

�柏原

�岩原、倉田、上堀

�中堀、下堀、扉町

�小田多井、田尻、田多井

�北小倉、南小倉、東小倉、室町

�野沢、上長尾、下長尾

�楡、住吉

�七日市場、一日市場、二木

�及木、中萱

管  轄  区  域方面隊・分団等名称

�第１部

�第２部

�第１部

�第２部

�第１部

�第２部

�第１部

�第２部

�第１部
�

�
第２部
�

�第１部

�第２部

�第３部
�

�第４部

�第１部

�第２部

�第３部

�第１部

�第２部

�第３部

�第１分団
�

�第２分団
�

�第３分団
�

�第４分団
�

�

 第５分団
�

�

�

�

 第６分団

�

�

�

�第７分団

�

�

�第８分団

�

 豊科方面隊
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�明科方面隊

 豊科

�豊科

�豊科

�豊科

�豊科高家

�豊科高家

�豊科南穂高

�豊科南穂高

�豊科田沢

�豊科光

�豊科田沢

�豊科高家

�明科中川手

�明科中川手

�明科中川手

�明科光

�明科光

�明科東川手

�明科東川手

�明科東川手

�明科七貴

�明科七貴

�明科南陸郷

�上鳥羽、下鳥羽

�本村、吉野

�成相

�新田

�真 部々、たつみ原、飯田、下飯田

�中曽根、熊倉

�寺所、踏入

�細萱、重柳

�田沢、小瀬幅、大口沢

�光、桜坂

�徳治郎、アルプス

�アルプス

�明科

�町、宮中

�大足

�矢の沢

�北村、中条、天神原

�潮、山中、天田

�木戸、生野、小芹

�潮沢（山中、小芹を除く）

�上押野、下押野

�荻原、塩川原、原、みどりヶ丘

�小泉、中村、金井沢

管  轄  区  域

階級＼区分 団 本 部

団  長

副 団 長

方面隊長

分 団 長

副分団長

部  長

班  長

団  員

計

１人

５人

５人

（兼任 16人）

11人

１人

２人

（兼任 110人）

３人

１人

38人

39人

１人

27人

28人

16人

39人

39人

151人

770人

1,015人

本部班 音楽喇叭隊 女性消防隊 分 団

１人

５人

５人

16人

42人

41人

151人

835人

1,096人

計

らっ ぱ
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立石

真 部々北

真 部々

国
道
147
号
線

至
三
郷

至穂高

至豊科IC

一
日
市
場
駅

とよしな
旬 彩 市

真々部
公民館

楡（住吉神社入口）

至山麓線

至室山

至三郷総合支所

広
域
農
道

至松本

至中萱駅

至穂高

やすらぎ� ��
空 間

セブン
イレブン

ハマフラワーパーク

三郷サラダ市

＊ T O P I C S 市政トピックス

し
ゅ
ん
工

こ
の
春
、
オ
ー
プ
ン
で
す

三
郷
温
の
﹁
三
郷
や
す
ら
ぎ
空
間
﹂
と
豊
科
高
家
の﹁
と
よ
し
な
旬
彩
市
﹂が

こ
の
春
、
オ
ー
プ
ン
。ぜ
ひ
、ご
来
店
く
だ
さ
い
。

明科浄化センター（公共下水道終末処理場）が完成

　明科浄化センターの第２期工事がこのほど、終了しました。今回の

工事は、供用開始区域の拡大に伴い、予想される流入量の増加に対応

するため平成15年度から平成17年度にかけて実施しました。新たに定

置型脱水施設が備わり、より効率的な処理が可能となりました。明科

地域の公共下水道は、平成18年度で未整備区域の管きょ工事を実施し

て事業を終了する予定です。浄化センター第2期工事の総事業費は、約

10億2,700万円です。

農
村
の
食
と
文
化
を

伝
え
て
い
く
た
め
に

　
﹁
三
郷
や
す
ら
ぎ
空
間
﹂
が
５
月

26
日
�
三
郷
温
に
オ
�
プ
ン
し
ま
す
�

　
こ
の
施
設
は
�
農
業
・
農
村
文

化
を
後
世
に
伝
え
る
活
動
拠
点
と

す
る
た
め
に
�
旧
三
郷
村
で
検
討

が
始
ま
�
た
も
の
で
�
﹁
平
成
17

年
度
農
林
水
産
省
元
気
な
地
域
づ

く
り
交
付
金
事
業
﹂
の
交
付
決
定

を
受
け
�
昨
年
９
月
に
着
工
�
５
月

12
日
に
し
�
ん
工
と
な
り
ま
し
た
�

　
建
物
は
�
旧
三
郷
村
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
た
﹁
旧
小
穴
家
住

宅
﹂
を
移
築
再
生
し
た
部
分
と
新

築
部
分
で
構
成
さ
れ
て
お
り
�
そ

ば
打
ち
や
味
噌
作
り
な
ど
が
体
験

で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
�
ひ
な

ま
つ
り
や
七
夕
な
ど
�
日
本
の
伝

統
的
な
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
空
間

に
な
る
予
定
で
す
�
ま
た
�
新
築

部
分
の
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
こ
む
ぎ
亭
﹂

で
は
�
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

メ
ニ
�
�
を
提
供
し
ま
す
�
　

　
し
�
ん
工
式
で
平
林
市
長
は
�﹁
安

曇
野
の
自
然
・
伝
統
・
文
化
を
多

く
の
人
が
体
験
で
き
る
施
設
と
し
て
�

ま
た
地
域
農
業
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
�

　
総
事
業
費
は
１
億
４
千
万
円
�

指
定
管
理
者
は
株
式
会
社
フ
�
イ

ン
ビ
�
�
室
山
で
す
�

　
大
型
農
道
沿
い
三
郷
サ
ラ
ダ
市

西
側
に
あ
り
�
レ
ス
ト
ラ
ン
の
営

業
時
間
は
�
午
前
11
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
�
午
後
５
時
30
分
か
ら

午
後
９
時
ま
で
�
定
休
日
は
毎
週

月
曜
日
�
電
話
番
号
は
︵
Tel
76
・

０
１
８
８
︶
で
す
�

地
元
産
の

野
菜
や
米
な
ど
を
直
売

　
農
産
物
直
売
所
﹁
と
よ
し
な
旬

彩
市
﹂
が
４
月
8
日
�
豊
科
高
家

に
オ
�
プ
ン
し
ま
し
た
�

　
こ
の
施
設
は
�
農
業
の
振
興
を

図
り
�
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
す

る
た
め
�
平
成
８
年
か
ら
旧
豊
科

町
で
検
討
が
始
ま
�
た
も
の
で
�

10
年
の
歳
月
を
経
て
�
こ
の
た
び

完
成
し
ま
し
た
�

　
地
元
産
の
新
鮮
な
野
菜
や
有
機

栽
培
米
の
ほ
か
�
肉
や
加
工
品
も

販
売
し
ま
す
�

　
開
所
式
で
は
同
組
合
長
の
丸
山

寅
夫
さ
ん
が
﹁
安
心
・
安
全
は
も
と

よ
り
�
顔
の
見
え
る
農
作
物
を
提

供
し
�
地
域
に
元
気
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
�
総
事
業
費
は
約
４
�７
０
０

万
円
で
�
指
定
管
理
者
は
地
元
農

家
40
戸
余
で
つ
く
る
﹁
豊
科
南
部

地
区
新
鮮
市
組
合
﹂
で
す
�

　
国
道
１
４
７
号
線
沿
い
の
真
々

部
公
民
館
北
隣
に
あ
り
�
営
業
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
�

定
休
日
は
毎
週
火
曜
日
︵
変
更
の

可
能
性
有
�
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
︶
�
電
話
番
号
は

︵
Tel
73
・
０
９
０
２
︶
で
す
�

5月26日OPEN 「三郷やすらぎ空間」4月8日OPEN 「とよしな旬彩市」

5月12日に行われたしゅん工式

地元農作物のほか、

友好都市の特産品

なども販売

明科東川手に完成した浄化センター

�� 広報 5月号 ��広報 5月号
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市政トピックス

市
政
参
画

共
に
作
る﹁
環
境
基
本
計
画
﹂

市
の
環
境
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
示
す﹁
環
境
基
本
計
画
﹂。

そ
の
策
定
委
員
10
人
を
公
募
し
ま
す
。

不法投棄を許すな！ ～監視連絡員14人を任命～

　不法投棄の早期発見とこれを防止する不法投棄

監視連絡員の任命式が4月20日、穂高総合支所で

行われました。任命された連絡員14人は各担当地

区をパトロールし、地域から不法投棄に目を光ら

せます。皆さんも悪質な不法投棄の現場を発見し

た場合は、各総合支所までご連絡ください。

市
人
口
の
１
・
２
％
近
く
を
占
め
る
南
米
出
身
の
市
民
の
生
活
相
談
に

対
応
す
る
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
相
談
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

外
国
籍
市
民

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
対
応
し
ま
す

任命書を受け取る連絡員

↑平川�千夏（明科勤務：写真中央）

地域に在住する外国人と日本の人との理解

や交流を少しでも深められたら光栄です。

↑ハケオ・アルベス（豊科勤務）来日して

６年目です。安曇野が大好きで毎日北ア

ルプスを見て元気をもらっています。

１頭ずつ別の針で注射します

　
市
で
は
�
平
成
18
年
度
�
19
年

度
の
２
カ
年
間
で
﹁
安
曇
野
市
環

境
基
本
計
画
﹂
の
策
定
を
計
画
し

て
い
ま
す
�

　
こ
の
計
画
は
�
安
曇
野
市
の
環

境
の
望
ま
し
い
将
来
像
と
目
標
を

明
ら
か
に
し
�
市
民
・
事
業
者
・

行
政
す
べ
て
の
主
体
が
�
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
�
ま
た
は
連
携
し
て

行
う
環
境
の
保
全
の
た
め
の
施
策
・

取
り
組
み
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
示
す
も
の
で
す
�

　
今
日
�
私
た
ち
は
�
自
然
の
減

少
と
悪
化
�
水
や
大
気
の
汚
染
�

ご
み
や
エ
ネ
ル
ギ
�
の
問
題
�
地

球
温
暖
化
問
題
な
ど
�
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
�

こ
れ
ら
の
環
境
問
題
を
解
決
し
て

い
く
た
め
に
は
�
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
�
現
在
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
見
直
し
�
自
主
的
・
積
極
的

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
�
こ
の
よ
う
な
観
点

に
立
ち
�
行
政
だ
け
で
な
く
�
実

際
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
市

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
�

話
し
合
い
�
考
え
�
計
画
を
作
�

て
い
き
ま
す
�
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
こ
で
�
計
画
策
定
に
あ
た
る

委
員
総
数
32
人
の
う
ち
10
人
を
次

の
要
領
に
よ
り
公
募
し
ま
す
�

■
募
集
人
員
　
10
人
以
内
︵
市
選

　
定
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
︶

■
委
員
の
任
期
　
平
成
18
年
７
月

　
か
ら
平
成
20
年
３
月
ま
で

■
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有

す
る
か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
の
人
で
�

平
日
昼
間
に
開
催
す
る
月
１
�
２

回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
�

　
た
だ
し
�
次
に
挙
げ
る
人
を
除

き
ま
す
�

︵
１
︶
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
　
　

︵
２
︶
常
勤
の
国
家

公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員
　
　

︵
３
︶
市
の
付
属
機

関
等
の
委
員
に
３

つ
以
上
な
�
て
い

る
人
　

■
応
募
方
法
 
 

①
氏
名
②
住
所
③

連
絡
先
④
年
齢
⑤
興
味
の
あ
る
分

野
⑥
会
議
参
加
に
あ
た
�
て
の
抱

負
⑦
小
論
文
を
郵
送
�
持
参
ま
た

は
Ｅ
メ
�
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ

い
�
小
論
文
の
テ
�
マ
は
﹁
安
曇

野
の
環
境
保
全
の
た
め
私
が
で
き

る
こ
と
﹂
と
し
て
�
意
見
や
提
言

な
ど
を
８
０
０
字
程
度
で
記
述
し

て
く
だ
さ
い
�

■
募
集
期
限
　

　
６
月
16
日
︵
金
︶

■
そ
の
他

・
市
が
規
定
す
る
謝
礼
金
を
支
給

　
し
ま
す
�
た
だ
し
�
交
通
費
は

　
あ
り
ま
せ
ん
�

・
こ
の
委
員
会
の
会
議
は
�
公
開

　
で
行
う
予
定
で
す
�

・
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
に
も
詳
細
が
掲
載

　
し
て
あ
り
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
９
９-

８
３
０
３

安
曇
野
市

穂
高
６
６
５
８
　
安
曇
野
市
役
所

市
民
環
境
部
環
境
課
︵
Tel
82
・
３

１
３
１


�
82
・
６
６
２
２
︶
　
　

︹
Ｅ
メ
�
ル
︺

k
an
k
y
ou
@
city
.azu
m
in
o.n
ag
an
o.jp

︹
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
︺

http//w
w
w
.city.azu

m
ino.nagano.jp

　
国
籍
や
民
族
を
超
え
て
互
い
の

文
化
の
違
い
を
認
め
な
が
ら
�
共

に
心
豊
か
に
生
き
て
い
く
地
域
社

会
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
�
安
曇
野

市
に
は
４
月
１
日
現
在
�
２
�３
６
３

人
の
外
国
籍
住
民
が
暮
ら
し
�
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
�

　
市
で
は
日
本
語
が
し
�
べ
れ
な

い
こ
れ
ら
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
�

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
豊
科
総
合
支
所
�
明
科
総

合
支
所
に
外
国
人
生
活
相
談
員
を

配
置
し
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
�

国
民
健
康
保
険
�
子
ど
も
の
予
防

接
種
�
入
園
・
入
学
に
関
す
る
こ

と
な
ど
お
困
り
の
人
は
�
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︵
豊
科
総
合

支
所:

Tel
72
・
３
１
１
１
�
明
科
総

合
支
所:

Tel
62
・
３
０
０
１
︶
�
地
域

で
関
係
す
る
皆
さ
ん
は
�
窓
口
の

設
置
に
つ
い
て
�
該
当
す
る
外
国

籍
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
�

ま
た
�
各
総
合
支
所
窓
口
で
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
版
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ

�
や
﹃
広
報
あ
づ
み
の
﹄
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
�
ご
利
用
く

だ
さ
い
�

犬
は
人
間
に
と
っ
て
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
。市
内
の
約
７
、０
０
０
頭

の
犬
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト

７
、０
０
０
頭
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん

登
録
と
注
射
は
義
務

　
現
在
�
市
内
に
は
約
７
�
０
０
０

頭
の
犬
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
�

４
月
に
実
施
し
た
狂
犬
病
予
防
集

合
注
射
に
は
約
４
�
８
０
０
頭
が
注

射
に
訪
れ
ま
し
た
�

　
今
回
注
射
を
受
け
な
か
�
た
飼

い
犬
は
�
６
月
以
降
�
再
度
実
施

す
る
予
防
集
合
注
射
を
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
�
ま
た
室
内
犬
で
あ

�
て
も
登
録
と
予
防
注
射
は
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
�
　




な
お
予
防
注
射
は
�
１
頭
１
頭

別
の
注
射
器
に
よ
�
て
実
施
し
ま
す
�

安
心
し
て
予
防
集
合
注
射
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
�
　

フ
ン
害
に
憤
慨

　
そ
よ
風
が
素
肌
に
心
地
よ
い
季

節
に
な
り
�
犬
と
散
歩
を
楽
し
む

人
も
増
え
て
き
ま
し
た
�
動
物
と

の
ふ
れ
あ
い
は
�
心
和
む
情
景
で
す
�

一
方
�
市
役
所
に
は
フ
ン
の
始
末

に
関
す
る
苦
情
が
�
多
数
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
�
散
歩
中
の
フ
ン
は
�

飼
い
主
が
責
任
を
持
�
て
�
持
ち

帰
り
ま
し
�
う
�
ま
た
�
ス
コ
�

プ
や
袋
を
持
�
て
い
な
い
人
に
は

声
を
掛
け
ま
し
�
う
�

迷
い
犬
の
問
い
合
わ
せ
が
増
加

　
犬
が
逃
げ
て
し
ま
う
原
因
は
�

首
輪
や
ク
サ
リ
の
不
備
が
ほ
と
ん

ど
で
す
�
日
ご
ろ
か
ら
点
検
を
お

願
い
し
ま
す
�
ま
た
�
鑑
札
と
注

射
済
票
を
首
輪
に
つ
け
て
お
き
ま

し
�
う
�
万
が
一
�
迷
い
犬
に
な

�
た
場
合
で
も
�
飼
い
主
が
す
ぐ

に
分
か
り
ま
す
�
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5

5 郷土の詩人・藤森秀夫をしのんで7
5 初出場！

市町村対抗駅伝８位入賞

5

4
春の青空に響け「早春賦」の音色

安曇野の春を
ハイキングしながら満喫

4

23

毎年「こどもの日」に開催

新緑の安曇野を眼下に望む

春の褒章と叙勲
市内から4人受章

4

29

市長を表敬訪問する
神谷さん（写真中央）と真峯さん（右）

↑４月29日に行われた「早春賦まつり」

→「吉丸一昌賞作詞コンテスト」で入賞

 した古屋さん親子

↑初出場で堂々の8位入賞。

 勝利に向け、9人がたすき

 をつないだ。

←同日行われた小学生の駅

 伝大会のスタート前。緊

 張の瞬間。

　今春の褒章と叙勲の受章者が４月29日付で発表され

ました。市内からは、褒章では神谷明さん(穂高)が行

政相談功績で、真峯嗣さん(堀金三田)が統計調査功績

で藍綬褒章をそれぞれ受章。叙勲では臼井益子さん(穂

高北穂高)が更生保護功労

で瑞宝双光章を、中島光

之さん（穂高）が矯正事務

功労で瑞宝単光章を受章

しました。

三郷・中村家住宅主屋などが
国登録有形文化財に

5

2

江戸時代後期の木造平屋建ての主屋

　三郷にある中村家住宅がこ

のほど国の登録有形文化財と

して登録されたことを受けて

5月2日、望月映洲教育長か

ら所有する中村弘さんに登録

証を手渡しました。

　中村家は、江戸後期に建て

られてた住宅主屋のほか、幕末から近代にかけての民

家の様式を伝える土蔵・納屋・門・塀など5件が登録を

受けました。こうした貴重な国登録有形文化財は、市

内で６カ所になりました。

大人も夢中
紙ヒコーキ競技大会

4

9
　安曇野紙ヒコーキ大会＝

飯沼飛行士記念大会＝が、

４月９日、豊科南部総合公

園で行われ、遠くは四国か

ら来た愛好者ら約100人が

参加しました。大会は豊科

出身の名パイロット・飯沼

正明飛行士にちなんだ大会

で今回で7回目を迎えます。当日は、晴天に恵まれた

ものの強風に見舞われ、選手たちは紙ヒコーキを見失

わないよう目を凝らし、その行方を追っていました。

　豊科童謡まつりが5月5日、豊

科公民館ホールで行われました。

　この催しは、「めえめえ児山羊」

を作詞したことで知られる豊科

出身の詩人・ドイツ文学者の藤

森秀夫を顕彰するために開催され、

今年で43回目を迎えます。この

日は、藤森氏作詞曲の披露のほか、

第25回作詞作曲コンクールの最

優秀賞作品、各入賞者の発表や、

狭間壮とムジカコンパスによる

コンサートが行われました。作

詞作曲コンクールでは、全23点

の応募の中から、最優秀賞に豊

科南小6年の草野美音さんの「あ

の時の友達」、優秀賞には豊科南

小２年の鈴木優子さんの「わた

しとこいぬ」、豊科北中1年の鳥

羽萌さんと小林美沙希さんの合

作「くまさん」が選ばれました。

　ＪＲ東日本が企画したハ

イキングをしながら安曇野

の春を満喫する「駅からハ

イキング」が4月23日、豊

科の光城山と明科の長峰山

を巡る約８
 のコースで行

われました。この日は、関

東や市内外から約150人が参加しました。参加者は、

新緑の安曇野を思い思いのペースで歩き、長峰山頂

に到着すると、眼下に広がる安曇野の風景に足を止め、

見入っていました。

大空めがけて

　第16回長野県市町村対抗駅伝

競走大会が５月７日、松本平広域

公園陸上競技場を発着として行わ

れました。

　この日は、県下59市町村が参

加し、強風と時折雨が降るコンデ

ィションの中、選手たちは９区間

42.195�で健脚を競い合いました。

安曇野市は、比較的若いメンバー

を中心にチームを構成し、新市と

なって初めての出場を果たし、た

すきをつなぎました。レースでは、

総合6位まで順位を上げるなど見

せ場を作り、最終的には総合８位

入賞を果たしました。監督の和田

泰正さんは「新チームのスタート

にふさわしい成績が残せた」と話

してくれました。

　また、この日は第2回長野県市

町村対抗駅伝小学生駅伝競走大会

も行われ、51市町村が参加しました。

大会前に市の競技会を開き、選ば

れた市内の小学生の男女各２人が

参加しました。家族や友だちなど

の声援を受けながら選手たちは、

1.5�のコースを元気に駆け抜け、

総合18位の力走でした。

　雪で覆われた安曇野で暮らす人々

の春を待つ心を歌った「早春賦」。

4月から5月にかけて、この歌を顕

彰する催しが、市内各地で開かれ

ました。

　

　5月4日に国営アルプスあづみの

公園で開かれた早春賦音楽祭では、

公園が開園して以来最高の約1万

5,500人が会場を訪れました。園

内には３つの野外ステージが設け

られ、ラジオの公開録音や地元ミ

ュージシャンによる演奏に親子連

れなどが耳を傾けていました。また、

早春賦に続く新しい愛唱歌を発信

しようと行われた「『安曇野に寄

せる心の詩』吉丸一昌賞作詞コン

テスト」では、市内外から寄せら

れた約500点の中から７点が入賞。

吉丸一昌賞には、穂高の古屋草さん、

はるかちゃん親子が選ばれました。

はざ



ま


たけし

み　
お

ま　みねよつぎ


アンカー臼居優選手の力走→

そう

こ　や　ぎ
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個
人
経
営
の
音
楽
ホ
�
ル
﹁
あ
づ
み
野
コ
ン
サ
�
ト
ホ
�
ル
﹂
館
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



ロ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ビ
�
�

運
命
を
切
り
開
く
長
谷
川 

芳
治
さ
ん
︵
62
歳
・
穂
高
︶

�
53
歳
に
な
�
て
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
は
じ
め
た
�腕
前
は﹁
？
﹂と
笑
顔
で
話
す
�

演
奏
者
と
の
ふ
れ
あ
い
。分
け
隔
て
の
な
い
お
も
て
な
し
。小
さ
な
ホ
ー
ル
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。

 「
人
と
人
と
の
出
会
い
の
輪
が
広
が
っ
て

  

自
然
に
誕
生
し
た
ホ
ー
ル
と
い
う
気
が
し
ま
す
」

�２月末には日本を代表する
　チェリスト藤原真理さんの
　コンサートが行われた。

は
　
　
せ



が
わ
　
　
よ
し
　
は
る

仕上がり線　穴あけ位置　トル

　
早
春
賦
歌
碑
公
園
近
く
に
�
小
さ
く
も
大
き

な
感
動
を
生
み
出
し
て
い
る
音
楽
ホ
�
ル
が
あ

る
�
長
谷
川
芳
治
さ
ん
夫
妻
が
６
年
前
に
建
て

た
¬
あ
づ
み
野
コ
ン
サ
�
ト
ホ
�
ル
﹂
だ
�
こ

の
ホ
�
ル
は
収
容
人
数
１
０
０
人
�
ピ
ア
ノ
の

名
器
・
ベ
�
ゼ
ル
ド
ル
フ
�
�
を
擁
し
�
サ
ン

ト
リ
�
ホ
�
ル
な
ど
�
日
本
の
音
響
設
計
の
第

一
人
者
で
あ
る
永
田
穂(

み
の
る)

氏
が
音
響
技

術
を
施
し
た
本
格
的
な
施
設
で
あ
る
�

　
現
在
で
は
国
際
的
な
音
楽
家
も
訪
れ
る
こ
の

ホ
�
ル
だ
が
�
開
館
当
初
は
夫
妻
の
手
探
り
の

状
態
が
続
い
た
と
い
う
�
¬
早
期
退
職
し
て
音

楽
ホ
�
ル
を
個
人
運
営
し
て
い
る
人
間
も
そ
う

そ
う
い
な
い
と
思
う
﹂
と
話
す
長
谷
川
さ
ん
に

ホ
�
ル
建
設
の
経
緯
と
展
望
に
つ
い
て
聞
い
た
�

―
個
人
で
音
楽
ホ
ー
ル
を

 
作
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　　
６
年
前
�
安
曇
野
に
移
住
し
�
こ
の
ホ
�
ル

を
オ
�
プ
ン
さ
せ
た
わ
け
で
す
が
�
そ
の
前
は

大
阪
市
の
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
�

40
代
の
こ
ろ
�
自
分
の
第
２
の
人
生
を
考
え
た

と
き
�
で
き
れ
ば
気
力
・
体
力
と
も
に
充
実
し

て
い
る
50
歳
を
起
点
に
�
新
し
い
運
命
を
切
り

開
い
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
�

　
最
初
は
�
地
域
の
人
と
交
流
が
持
て
る
喫
茶

店
を
借
金
な
し
で
で
き
れ
ば
良
い
と
い
う
程
度

の
気
持
ち
で
し
た
�
意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
�
音
楽
ホ
�
ル
を
運
営
す
る
夢
を

最
初
か
ら
持
�
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
�

実
際
に
当
時
の
私
は
�
日
本
の
古
典
音
楽
が
好

き
で
�
ク
ラ
�
シ
�
ク
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
�

―
そ
れ
が
音
楽
ホ
ー
ル
建
設
へ
と

　
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　　
土
地
を
探
す
た
め
�
安
曇
野
に
何
度
も
足
を

運
ん
で
い
る
う
ち
に
�
知
り
合
い
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
�
い
ろ
い
ろ
な
人

が
応
援
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
�
現
在
�
ホ
�

ル
で
所
有
し
て
い
る
ベ
�
ゼ

ル
ド
ル
フ
�
�
は
�
そ
の
と

き
に
出
会
�
た
知
り
合
い
か

ら
の
紹
介
で
す
�
そ
し
て
�

こ
の
ピ
ア
ノ
に
出
会
�
た
こ

と
を
き
�
か
け
に
�
音
響
設

計
の
先
生
と
も
出
会
い
�
こ

の
ピ
ア
ノ
に
ふ
さ
わ
し
い
器

を
と
い
う
こ
と
で
�
ホ
�
ル

が
誕
生
し
ま
し
た
�
こ
う
し

た
人
と
人
と
の
出
会
い
の
輪

が
広
が
�
て
�
い
ろ
い
ろ
な
知
恵
を
い
た
だ
き

な
が
ら
�
自
然
に
誕
生
し
た
ホ
�
ル
だ
と
い
え

る
と
思
い
ま
す
�

―
最
初
の
計
画
に
比
べ
費
用
も
掛
か
っ
た
と

　
思
い
ま
す
が
、迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　
１
�０
０
０
万
円
以
上
も
す
る
ピ
ア
ノ
を
買
い
�

個
人
で
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
ホ
�
ル
を
建
設

し
た
の
は
�
そ
の
流
れ
で
と
し
か
説
明
の
し
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
が
�
結
局
�
費
用
を
掛
け
る

べ
き
と
こ
ろ
に
は
�
し
�
か
り
掛
け
な
い
と
中

途
半
端
な
も
の
に
な
�
て
し
ま
う
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
し
た
�
こ
の
ホ
�
ル
に
し
て
も
�
も

�
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
え
る
多
目
的
な
も

の
に
し
て
い
れ
ば
�
逆
に
無
目
的
な
ホ
�
ル
に

な
�
て
し
ま
�
た
と
思
い
ま
す
�
や
は
り
�
こ

だ
わ
�
た
建
築
と
良
質
の
ピ
ア
ノ
が
生
み
出
す

価
値
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
し
�
そ
れ
に
よ
�

て
お
客
さ
ん
と
演
奏
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
私
た
ち
の
喜
び
で
す
�

―
私
設
の
ホ
ー
ル
と
し
て
の

　
難
し
さ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

　
最
初
�
こ
の
ホ
�
ル
を
建
て
よ
う
と
決
め

た
と
き
�
あ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
か
ら
�
個
人
で

運
営
し
て
採
算
の
合
う
も
の
で
は
な
い
と
言

わ
れ
ま
し
た
�
確
か
に
ホ
�
ル
運
営
の
利
益

は
微
々
た
る
も
の
で
す
�
個
人
経
営
の
難
し

さ
は
現
在
で
も
あ
り
ま
す
�
し
か
し
�
﹁
良

い
も
の
を
造
�
て
�
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
と

の
出
会
い
に
恵
ま
れ
れ
ば
�
そ
れ
で
い
い
じ

�
な
い
か
﹂
と
い
う
気
持
ち
�
特
に
妻
の
そ

う
い
�
た
前
向
き
な
気
持
ち
と
プ
ラ
ス
思
考

か
ら
�
ホ
�
ル
の
建
設
を
決
め
ま
し
た
し
�

そ
の
気
持
ち
は
現
在
も
変
わ
り
ま
せ
ん
�
ま
た
�

堅
苦
し
く
な
い
ア
�
ト
ホ
�
ム
な
雰
囲
気
や
�

演
奏
者
と
の
ふ
れ
あ
い
�
分
け
隔
て
な
く
お

も
て
な
し
で
き
る
こ
と
は
�
個
人
経
営
の
利

点
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
�

―
今
後
の
抱
負
と
こ
れ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
を

　
聞
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　　
ク
ラ
シ
�
ク
は
と
に
か
く
難
し
い
も
の
だ

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
�
ま
ず
は
生
の
演
奏

を
聴
い
て
�
体
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
�

良
質
な
も
の
に
触
れ
た
感
動
か
ら
自
然
に
興

味
が
広
が
�
て
い
く
と
思
い
ま
す
�
来
年
当

館
は
７
周
年
を
迎
え
ま
す
�
皆
さ
ん
が
ビ
�

ク
リ
す
る
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
み
た
い
と

思
�
て
い
ま
す
�
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安曇野市教育委員会

明科図書館

三郷図書館

豊科図書館

穂高図書館

堀金図書館

　
こ
の
期
間
�所
蔵
資
料
の
動
き
を
止
め

て
の
一
斉
点
検︵
棚
卸
し
︶や
�普
段
で
き

な
い
書
架
の
整
理
な
ど
を
行
い
ま
す
�





図
書
館
の
資
料
は
�置
き
場
所
が
細
か

く
決
ま
�
て
い
ま
す
が
�貸
出
返
却
や
館

内
閲
覧
に
よ
�
て
場
所
が
常
に
動
く
た

め
�こ
の
よ
う
な
作
業
が
必
要
と
な
り
ま

す
�快
適
で
便
利
な
図
書
館
を
ご
利
用
い

た
だ
く
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
文
化
振
興
係
︵
�
62
・
３
０
０
１
︶

　
豊
科
図
書
館︵
�
72
・
２
１
５
８
︶

図
書
館
チ
�
レ
ン
ジ
講
座

◇


お
り
紙
で
小
箱
を
作
�
て
み
よ
う




す
て
き
な
色
合
い
の
折
り
紙
で
�
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
も
な
る
小
箱
を
作
�
て
み

ま
し
�
う
�親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
で
す
�

お
子
さ
ん
に
は
�
簡
単
な
折
り
紙
を
教

え
ま
す
�
折
り
紙
は
図
書
館
で
用
意
し

ま
す
�

■
定
員
　
25
人

■
日
時
　
６
月
17
日
︵
土
︶




　
　
　
午
前
10
時
�
正
午

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
２
階
会
議
室

■
持
ち
物
　
30
センチ
く
ら
い
の
物
差
し
�

　
は
さ
み
�の
り
�鉛
筆




◇


世
界
の
絵
本
の
魅
力
を
知
ろ
う




図
書
館
に
は
�
世
界
の
一
流
絵
本
作

家
た
ち
の
個
性
が
い
�
ぱ
い
発
揮
さ
れ

た
創
作
絵
本
が
あ
り
ま
す
�
色
彩
豊
か

な
絵
本
は
�
見
る
人
・
読
む
人
の
イ
マ
ジ

ネ
�
シ
�
ン
を
か
き
立
て
ま
す
�
今
回

メ
イ
ツ
コ
ア
株
式
会
社
の
斎
藤
昇
二
さ

ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
�
世
界
19
カ

国
か
ら
�
選
び
抜
か
れ
た
55
冊
の
絵
本

の
魅
力
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
�




外
国
の
絵
本
を
読
む
こ
と
は
�
自
分

の
知
ら
な
い
外
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で

い
く
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
�
大
人
も
子

ど
も
も
楽
し
め
ま
す
�

■
定
員
　
80
人

■
日
時
　
７
月
１
日
︵
土
︶




　
　
　
午
後
１
時
�
３
時
　
　
　
　

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
２
階
講
堂

■
講
師
　
斎
藤
　
昇
二
さ
ん


﹁
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
﹂

■
日
時
　
６
月
16
日
︵
金
︶




　
　
　
午
後
４
時
30
分
�
５
時
30
分

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
和
室

　穂
高
図
書
館︵
�
84
・
０
１
１
１
︶


﹁
お
は
な
し
と
し
�
か
ん
﹂

■
日
時
　
６
月
17
日(

土)

�
部(

幼
児
対
象)

午
前
10
時
30
分
�

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
�
﹁
は
み
が
き
カ
バ

く
ん
﹂
�
絵
本
﹁
そ
ら
い
ろ
の
た
ね
﹂
�
わ

ら
べ
う
た
�手
あ
そ
び

�
部(

５
歳
以
上
対
象)

午
前
11
時
20
分

�
絵
本
﹁
シ
ル
ベ
ス
タ
�
と
ま
ほ
う
の

こ
い
し
﹂
�
か
た
り
︵
内
容
は
お
楽
し
み
︶
�

■
場
所
　
穂
高
会
館
講
義
室




　三
郷
図
書
館︵
�
77
・
２
１
０
９
︶


﹁
ポ
ケ
�
ト
の
会
﹂
　
雨
の
日
に
も
元
気

に
な
る
よ
う
な
お
話
た
�
ぷ
り
！

■
日
時
　
６
月
10
日(

土)




　
　
　
午
前
10
時
�
11
時

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
児
童
室

■
内
容
　
絵
本
�
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
�
�
紙

　
芝
居
�折
り
紙
　
ほ
か




　堀
金
図
書
館︵
�
72
・
５
７
９
６
︶


﹁
お
は
な
し
の
へ
や
﹂

■
日
時
　
６
月
14
日(

水)

　

午
前
11
時
�
11
時
30
分(

就
園
前
の
幼

児
対
象)

６
月
28
日(

水)

午
後
３
時
30
分
�
４
時(

小
学
生
対
象)

午
後
４
時
�
４
時
30
分(

幼
稚
園
・
保
育

園
児
対
象)

■
場
所
　
堀
金
図
書
館
児
童
コ
�
ナ
�

図書館

安
曇
野
市
各
図
書
館

特
別
休
館
日
の
お
知
ら
せ

アート

豊
科
近
代
美
術
館

Ｉ
Ａ
Ｃ
美
術
展 

30
周
年
記
念
展

講座

田
淵
行
男
記
念
館

飯
沼
冬
彦
先
生
の

お
も
し
ろ
自
然
教
室
第
3
回

アート

安
曇
野
�
橋
節
郎
記
念
美
術
館

親
子
対
象
 
漆
パ
ネ
ル
制
作
講
座

　明
科
図
書
館︵
�
62
・
１
１
２
２
︶


﹁
お
は
な
し
の
会
﹂

■
日
時
　

６
月
７
日(

水)

・
21
日(

水)

　
午
前
11
時
�(

幼
児
対
象)

６
月
14
日(

水)

・
28
日(

水)

　
午
前
11
時
�(

幼
児
対
象)

　
午
後
３
時
30
分
�(

小
学
生
対
象)

■
場
所
　




明
科
図
書
館﹁
お
は
な
し
コ
�
ナ
�
﹂

　
﹁
広
く
誰
で
も
参
加
で
き
る
場
を
﹂
と

い
う
趣
旨
の
も
と
に
芸
術
を
愛
す
る
同

好
者
が
集
ま
る
Ｉ
Ａ
Ｃ︵
イ
ン
タ
�
ナ
シ
�

ナ
ル
・
ア
�
ト
ク
ラ
ブ
︶
�




創
立
30
周
年
を
記
念
す
る
展
覧
会
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
�

　
ま
た
�
17
日
に
は
ス
ケ
�
チ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
�
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
�

■
会
期
　
６
月
６
日(

火)

�
18
日(

日)

■
開
館
時
間
　
午
前
９
時
�
午
後
５
時

最
終
日
午
後
２
時
ま
で

■
入
館
料
　

一
般
５
０
０
円
�大
高
生
３
０
０
円
�

中
小
生
１
５
０
円
︵
常
設
展
を
含
む
︶

■
問
い
合
わ
せ
　




豊
科
近
代
美
術
館




　
　
　
　
　
　
　︵
�
73
・
５
６
３
８
︶

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
�

漆
パ
ネ
ル
作
品
の
制
作
体
験
講
座
を
開

催
し
ま
す
�




黒
漆
塗
り
の
板
に
�
金
粉
�
金
箔
�
貝

の
薄
板
を
使
�
て
文
様
を
表
し
た
り
装

飾
を
し
た
り
し
て
�
漆
の
平
面
作
品
を

完
成
さ
せ
ま
す
�

■
対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

■
定
員
　
10
組
20
人

■
日
時
　

８
月
５
日
︵
土
︶
�
６
日
︵
日
︶
の
２
日
間
�

　
午
前
９
時
30
分
�
午
後
４
時
30
分

■
指
導
　
東
京
芸
術
大
学
漆
芸
科

■
材
料
費
　
１
組
４
�２
０
０
円

■
持
ち
物
　
材
料
費
�
作
業
着
�
昼
食
�

鉛
筆
�消
し
ゴ
ム
�は
さ
み
�ピ
ン
セ
�
ト

■
申
込
方
法
　

８
月
３
日
︵
木
︶︵
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
�
月
曜
日
を
除
く
︶
ま
で
に
安
曇
野

�
橋
節
郎
記
念
美
術
館
へ
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
�
応
募
者
多
数
の
場

合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ
　

　
安
曇
野
�
橋
節
郎
記
念
美
術
館




　
　
　
　
　
　
　︵
�
81
・
３
０
３
０
︶

　
　
今
回
は
八
方
尾
根
へ
�
夏
の
高
山

植
物
の
観
察
会
に
出
掛
け
ま
す
�
楽
し

く
自
然
を
学
び
ま
せ
ん
か
�

■
対
象
　
一
般

■
日
程
　
７
月
22
日
︵
土
︶




午
前
７
時
30
分
�
午
後
５
時
　

■
内
容
　
八
方
尾
根
夏
の
高
山
植
物
の

観
察

■
会
場
　
八
方
尾
根︵
白
馬
村
︶

■
定
員
　
28
人

■
受
講
料
　
４
�
０
０
０
円
︵
バ
ス
・
ゴ

ン
ド
ラ
乗
車
券
・
保
険
料
な
ど
︶

■
申
込
方
法
　
６
月
20
日
︵
火
︶
�
７
月

14
日
︵
金
︶
ま
で
に
�
田
淵
行
男
記
念
館

窓
口
に
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
�
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ
　
田
淵
行
男
記
念
館




　
　
　
　
　
　
　︵
�
72
・
９
９
６
４
︶

　４月26日、三郷中学校は防漢対策避難訓練を実施しました。

この訓練は不審者の侵入に対し、生徒の命を守り安全に避難

することを目的に行われたもので、一昨年から行われています。

犯人役の安曇野警察署の署員が１年生のクラスへ侵入しよ

うとすると、整然と避難が開始され、全員が講堂へ避難しま

した。訓練後、署員から登下校時の注意や知らない人と話を

する場合の距離などについて、具体的な説明があり、生徒は

真剣に聞き入っていました。

わ・だ・い 三郷中学校で暴漢対策訓練

教職員がサスマタで犯人役の署員を取り押さえる
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市
で
は
６
月
か
ら
基
本
健
康
診
査
を
行

い
ま
す
�健
診
結
果
の
数
値
の
変
化
に
注
目

し
�悪
く
な
�
て
い
る
項
目
が
あ
れ
ば
生
活

習
慣
を
改
善
し
�健
康
づ
く
り
に
活
用
で
き

ま
す
�メ
タ
ボ
リ
�
ク
シ
ン
ド
ロ
�
ム
の
症

状
に
な
�
て
い
な
い
か
な
ど
�自
分
の
体
の

変
化
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
す
�　

�
生
活
習
慣
を
見
直
す
機
会
に
基
本
健
診

を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
�

■
日
程
　
申
込
者
に
は
�
個
人
通
知
を
お

送
り
し
ま
す
�
受
診
券
で
日
程
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
�

■
対
象
年
齢
　
35
歳
以
上

■
健
診
料
金
　
一
般
　
１
�５
０
０
円

国
保
被
保
険
者
・
70
歳
以
上
　
５
０
０
円

■
健
診
内
容
　

�
尿
検
査
・
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
心
電
図
・

眼
底
検
査
・
血
液
検
査
・
診
察

�︵
年
齢
に
よ
り
次
の
検
査
が
追
加
︶

※
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳

�
↓
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

※
40
・
50
・
60
・
70
歳

�
↓
歯
科
検
診
�栄
養
ア
ン
ケ
�
ト

※
65
歳
以
上
↓
健
康
の
お
た
ず
ね
︵
健
康

　
に
関
す
る
ア
ン
ケ
�
ト
︶

■
そ
の
他
　
指
定
日
に
都
合
が
悪
い
人
は
�

健
診
す
る
日
を
変
更
で
き
ま
す
�
詳
し
く

は
お
住
ま
い
の
各
保
健
セ
ン
タ
�
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

三郷保健センター（TEL77・9111）   　　  穂高保健センター（TEL81・0711）  　　 豊科保健センター（TEL72・9970）

健
　
康
Ｈｅａｌｔｈ

福
　
祉

Welfare

ポ
ッ
コ
リ
お
腹
＋
○
○
、

そ
の
先
に
あ
る
も
の
は
何
？

ご
存
じ
で
す
か
？

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

さ
ら
に
詳
し
く
知
る
に
は

基
本
健
康
診
査
で

　
肥
満
︵
内
臓
脂
肪
型
肥
満
︶
が
あ
�
て
�

そ
こ
に
高
脂
血
症
な
ど
�
一
つ
ひ
と
つ
は

軽
症
で
も
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
を
複
数

あ
わ
せ
も
�
て
い
る
状
態
を
メ
タ
ボ
リ
�

ク
シ
ン
ド
ロ
�
ム
︵
代
謝
異
常
症
候
群
︶

と
い
い
ま
す
�

　
こ
の
状
態
に
な
る
と
心
筋
梗
塞
や
狭
心

症
に
な
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
�
つ
ま

り
�
軽
症
と
思
わ
れ
て
も
�
危
険
因
子
が

い
く
つ
か
重
な
る
と
動
脈
硬
化
の
危
険
性

が
高
く
な
る
の
で
す
�

�
ま
ず
は
下
図
を
用
い
て
�
自
分
が
こ
の

症
状
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
�
セ
ル
フ

チ
�
�
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
�

�
メ
タ
ボ
リ
�
ク
シ
ン
ド
ロ
�
ム
を
予
防

す
る
に
は
�
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症
を
引
き

起
こ
す
原
因
と
な
る
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す

こ
と
が
第
一
歩
と
な
り
ま
す
�
左
図
の
７

カ
条
を
実
行
し
�
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
と

３
カ
月
後
に
は
検
査
値
が
に
改
善
さ
れ
ま
す
�

福祉マーククイズ
何のマークでしょう？

答えは27ページ下

明科保健センター（TEL81・2941）　　    堀金保健センター（TEL73・5770）

セルフチェックリストメタボリックシンドロームを防ぐ7カ条

① 食べ過ぎを避け、腹八分目を心掛ける。

②
アルコールはほどほどに。

③
寝る前3時間は食事をしない。

④
週に4〜5日、1日30分はウォーキング、早歩きなどの



　
有酸素運動をする。

⑤
たばこをやめる。

⑥
睡眠を十分にとり、ストレスを解消する。

⑦
検査値が基準値内に下がった後も定期的に検査を受ける。

　次の項目に当てはまるかチェックしてみてください。１に加え、2〜4（高脂血症、

高血圧、糖尿病）のうち２つ以上にあてはまるとメタボリックシンドロームです。

1　 肥満（おへその高さの腹囲を測る）

□
男性　
85�以上

□
女性　
90�以上

2　 高脂血症（中性脂肪とＨＤＬコントロールの値をみる）

□
中性脂肪

150���以上

　　　　　または

□
HDLコレステロール

40���未満

3　 高血圧（通常より低めの値を目安にする）

□
収縮期血圧（最高血圧）

130mmHg以上

　　　　　または

□
拡張期血圧（最低血圧）

85mmHg以上

4 　糖尿病（境界型からの注意が必要）

□
空腹時血糖値


110���以上　　　　　

4○日 11○日 18○日 25○日

病
　
院
　
・
　
医
　
院

歯
科
医

※休日当番医は変更される場合があります。当日は休日医療情報案内でご確認ください。（　
　0120-890-423）

宮澤医院

62-2052[明科]

高橋医院

82-2561［穂高］

米倉医院

72-2354[堀金]

上月歯科医院

82-7530［穂高］

小田切医院

83-6025［穂高］

中田医院

82-2339［穂高］

中萱医院

77-2130［三郷］

赤羽歯科医院

77-2114［三郷］

百瀬医院

82-2205［穂高］

井上医院

72-7270［豊科］

山田医院

72-3207［豊科］

土居歯科医院

72-2462［豊科］

清沢医院

82-7600［穂高］

ふじもり医院

72-2011［豊科］

白木医院

７7-2134［豊科］

さとう歯科医院

81-5155［穂高］
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明
科
あ
や
め
ま
つ
り
開
催

安
曇
野
市
議
会

６
月
定
例
会
会
期
日
程
︵
予
定
︶

人
権
相
談
所
開
設

福
岡
市
東
区
と
の

交
流
事
業
参
加
者
の
募
集

………………………………………………………………

………………………………………………………………

……………………………………………………………… …………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

　
第
22
回
信
州
安
曇
野
明
科
﹁
あ
や

め
ま
つ
り
﹂
が
６
月
10
日
︵
土
︶
�
30

日
︵
金
︶
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す
�



あ
や
め
ま
つ
り
期
間
中
は
�
龍
門

渕
公
園
と
あ
や
め
公
園
に
県
下
随
一

の
1
5
0
種
５
万
株
の
あ
や
め
と
花

菖
蒲
が
�
残
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
を
背

に
し
て
一
斉
に
咲
き
誇
り
ま
す
�
ま
た
�

17
日
︵
土
︶
・
18
日
︵
日
︶
に
は
�
龍

門
渕
公
園
多
目
的
広
場
を
中
心
に
み

ん
な
で
楽
し
め
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
の
で
�
ぜ
ひ
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
�

■
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
主
な
催
し

17
日
︵
土
︶　



つ
れ
づ
れ
健
康
ウ
オ
�
ク
︵
６
　
・

10
　
コ
�
ス
︶・
踊
り
�
ん
せ
︵
踊
り
の

イ
ベ
ン
ト
︶・
に
じ
ま
す
カ
�
プ
︵
カ
ヌ

�
ス
ラ
ロ
�
ム
大
会
︶
な
ど

▼
つ
れ
づ
れ
健
康
ウ
オ
�
ク
の
申
し
込
み



住
所
・
氏
名
・
参
加
人
数
を
記
入

　
の
上
�
は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
�
ル

　
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
�

・
申
込
先
　
〒
３
８
１
�
８
５
８
５



Ｓ
Ｂ
Ｃ
つ
れ
づ
れ
健
康
ウ
オ
�
ク
係



Ｅ
メ
�
ル
　e

isu
i@
sb
c
2
1
.c
o
.jp

・
問
い
合
わ
せ
　
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
営
業

　
推
進
部
つ
れ
づ
れ
健
康
ウ
オ
�
ク
係


︵
�
０
２
６
�
２
５
９
�
１
１
３
３
︶

18
日
︵
日
︶



シ
ン
ガ
�
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
�
美
咲

　
ラ
イ
ブ
・
も
の
ま
ね
ラ
イ
ブ
・
熱





















　
気
球
搭
乗
体
験
・
魚
の
つ
か
み
取

　
り
な
ど

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
な
ど
詳
細
は
�

　
市
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

　
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

■
問
い
合
わ
せ
　
明
科
総
合
支
所
産
業

　
観
光
課
商
工
観
光
係︵
�
62
・
３
０
０
１
︶

　
三
郷
の
室
山
ア
グ
リ
パ
�
ク
が
こ

の
ほ
ど
オ
�
プ
ン
し
ま
し
た
�
楽
し

い
施
設
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
�

■
施
設
の
ご
案
内

①
サ
マ
�
ボ
ブ
ス
レ
�
　
土
・
日
・
祝

　
日
の
み
営
業
︵
大
人
３
０
０
円
�小
中

　
学
生
２
０
０
円
�未
就
学
児
は
無
料
︶

②
リ
フ
ト
　
土
・
日
・
祝
日
の
み
営
業︵
２

　
０
０
円
※
未
就
学
児
は
利
用
不
可
︶

③
展
望
広
場
・
ア
ス
レ
チ
�
ク
広
場

　
展
望
台
や
ア
ス
レ
チ
�
ク
遊
具
�
　

　
ジ
�
ン
ボ
滑
り
台
な
ど

④
テ
ニ
ス
コ
�
ト
・
パ
タ
�
ゴ
ル
フ
場

　
月
曜
日
休
業
�
た
だ
し
�
こ
の
日

　
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
休
業
︵
料

　
金
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︶

※
①
�
③
は
�
公
園
管
理
棟
へ
�
④
は
�

　
パ
タ
�
ゴ
ル
フ
場
事
務
所
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

■
問
い
合
わ
せ
　
公
園
管
理
棟
︵
�

　
77
・
７
７
２
２
︶
　
パ
タ
�
ゴ
ル
フ

　
場
事
務
所
︵
�
77
・
５
５
３
１
︶

三
郷
の

室
山
ア
グ
リ
パ
�
ク
が
オ
�
プ
ン

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
�
今
年
の

水
道
週
間
ス
ロ
�
ガ
ン
は
﹁
安
全
と

お
い
し
さ
ご
く
り
　
水
道
水
﹂
で
す
�

こ
の
機
会
に
水
の
大
切
さ
を
見
つ
め

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

■
問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
部
上
下
水
道

　
課
︵
�
72
・
３
１
１
１
︶

　
市
議
会
６
月
定
例
会
を
次
の
と
お

り
開
会
し
ま
す
�
皆
さ
ん
の
傍
聴
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
�

■
会
期
　
６
月
８
日︵
木
︶�
22
日︵
木
︶

■
時
間
　
午
前
10
時
　
開
会

■
場
所
　
堀
金
総
合
支
所
内
　
議
場

■
問
い
合
わ
せ
　
議
会
事
務
局
︵
�

72
・
３
１
０
６
︶

平
成
18
年
３
月
の
開
発
審
査
分


︵
承
認
日
　
平
成
18
年
４
月
13
日
︶

■
�
あ
づ
み
野
開
発
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
７
２
２
９
�
１
他
４
筆

・
開
発
面
積
　
５
�
２
４
７.

９
２
�

・
目
的
　
建
売
分
譲
住
宅

16
区
画
の

　
　
　
　
立
地

■
�
松
川
石
産
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
有
明
５
８
０
８
�
１
他



　
　
　
　
２
筆

・
開
発
面
積
　
１
０，
１
６
２．
０
０
�

・
目
的
　
資
材
置
場
︵
石
材
置
場
︶
　

　
　
　
　
の
立
地

※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
�

　
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
�
子
ど
も

に
関
す
る
問
題
�
隣
近
所
の
も
め
ご

と
や
悩
み
ご
と
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し

の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で

お
困
り
の
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
�
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
開
催
日
時
　



６
月
１
日(

木)

　
穂
高
会
館



　
　
２
日(

金)

　
豊
科
公
民
館



　
　
６
日(

火)

　
三
郷
公
民
館

午
前
10
時
�
午
後
３
時︵
各
会
場
共
通
︶

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
地
方
法
務
局

　
松
本
支
局
︵
�
32
・
２
５
７
１
︶

　
市
で
は
﹁
あ
づ
み
族
﹂
に
か
か
わ

る
歴
史
的
な
背
景
か
ら
福
岡
市
東
区

と
青
少
年
の
相
互
訪
問
に
よ
る
交
流

事
業
を
行
�
て
い
ま
す
�
今
年
は
�

福
岡
市
東
区
の
子
ど
も
た
ち
が
安
曇

野
を
訪
れ
�
交
流
を
深
め
ま
す
�
そ

こ
で
�
次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
�

■
日
程
　
８
月
１
日︵
火
︶�
４
日︵
金
︶

　
　
　
　
︵
３
泊
４
日
︶

■
内
容
　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

　
公
園
・
穂
高
神
社
・
大
王
わ
さ
び
農
場
・

　
上
高
地
・
松
本
城
・
マ
レ
�
ト
ゴ
ル
フ
・

　
バ
�
べ
キ
�
�
な
ど
︵
天
候
に
よ
る

　
変
更
あ
り
︶

■
応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る
小

　
学
５
年
生
か
ら
中
学
２
年
生

■
募
集
人
員
　
20
人
︵
男
女
各
10
人
︶

■
参
加
費
用
　
小
学
生
１
２
�０
０
０
円



　
　
　
　
　
中
学
生
１
８
�０
０
０
円

■
募
集
期
間
　



　
６
月
12
日
︵
月
︶
�
27
日
︵
火
︶

■
申
込
方
法
　
各
総
合
支
所
地
域
支

　
援
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記

　
入
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�︵
電

　
話
で
の
申
込
不
可
︶
応
募
者
多
数
の

　
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ
　
各
総
合
支
所
地
域
支

　
援
課
総
務
係

穂
高
地
域
・
開
発
事
業
の
承
認

募

集

農

業

助

成

官

公

庁

か

ら

お

知

ら

せ

やさしさの輪の中で 
　　　　　　　　
　人権擁護委員　大平義郎


 我が家のすぐ近くに有明高原寮がある。戦後

の混乱期、戦禍に打ちひしがれた子どもたちに

夢と希望を与えたラジオドラマ「鐘の鳴る丘」

のモデルといわれる。時は移り、トンガリ帽子

の時計台があった建物は今風の少年院に建て

替わり、当時の面影はもうないが、かつて地元

の人たちが抱いた愛着は、世代を超えて今も脈々

と受け継がれている。


 いつのころからか、地域との交流が盛んにな

り、運動会、音楽会、盆踊り、三九郎などの行事

には、大勢の人が集まって高原寮の先生や寮生

と一つの輪の中で楽しいひとときを過ごす。そ

れは集まった人たちにとって特別なことでは

なく、普通の町内の行事と変わりないようだ。

多くが幼いころからつらい体験を重ね、不幸に

も疎外感や不信感を身ににじませてきたよう

に思える寮生たち。社会に背を向け、非行に走り、

自らをも傷つけてしまった。しかし、先生の熱

心な指導と地域の人のやさしいまなざしや温

かいかかわりの中で、やがて自分の価値に気づ

き、自立への意志を固めるようになる。

　篤志面接委員として更生の手伝いをしてい

る私に、面接時、ある寮生が「行事の後、見送っ

た小学生から『お兄ちゃん、さようなら』と言わ

れたことが何よりもうれしかった」と話してく

れた。一人ひとりはかけがえのない存在。親から、

周りから認められ、大事にされた子どもは、き

っと他の子どもにもやさしく、大事にできる。「人

権尊重」の土壌は言葉でなく、やさしさの輪が

広がる中で生み出されるのではないだろうか。

人権コラム人権コラム

キロ

キロ

キロ

　
市
で
は
�
ご
み
の
出
し
方
�
分
別

方
法
な
ど
に
つ
い
て
�
不
明
な
点
や

相
談
な
ど
に
お
答
え
す
る
ご
み
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
を
５
月
か
ら
開
設
し
ま
し
た
�

■
フ
リ
�
ダ
イ
ヤ
ル
　



０
１
２
０
�
７
９
３
５
３
０

■
利
用
時
間
　



午
前
８
時
30
分
�
午
後
５
時


︵
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
︶

※
旧
豊
科
町
の
ご
み
専
用
フ
リ
�
ア

ク
セ
ス
は
６
月
末
に
て
閉
鎖
し
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
環
境
部
環
境
課

　
環
境
担
当
︵
�
82
・
３
１
３
１
︶

ご
み
専
用

フ
リ
�
ダ
イ
ヤ
ル
を
開
設

６
／
１
�
６
／
７
は
水
道
週
間

　
市
で
は
�
住
民
の
皆
さ
ん
に
き
れ

い
で
お
い
し
い
水
を
お
届
け
す
る
た
め
�

適
切
な
水
質
管
理
や
配
水
施
設
の
管

理
に
努
め
て
い
ま
す
�



し
か
し
�
安
全
で
豊
富
な
水
を
供

給
す
る
た
め
に
は
�
水
源
の
汚
染
防

止
お
よ
び
保
全
に
一
人
ひ
と
り
関
心



友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
へ
の

出
店
登
録
業
者
・
農
家
の
募
集

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が

７
月
２
日︵
日
︶に
行
わ
れ
ま
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

残
留
農
薬
基
準

ポ
ジ
テ
�
ブ
リ
ス
ト
制
度
が
始
ま
り
ま
す

………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………

………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

　
市
で
は
�
県
外
の
６
都
市
と
交
流

を
行
�
て
い
ま
す
�
こ
れ
ら
の
友
好

都
市
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
�
安

曇
野
の
物
産
品
を
P
R
し
て
い
た
だ

く
市
内
に
本
支
店
が
あ
る
業
者
・
農

家
を
募
集
し
て
い
ま
す
�
詳
し
く
は

５
月
11
日
発
行
の
広
報
お
知
ら
せ
版

︵
N
o
11
︶
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

■
出
店
イ
ベ
ン
ト
︵
予
定
︶

▼
東
京
都
江
戸
川
区


﹁
江
戸
川
区
民
祭
り
﹂
︵
10
月
ご
ろ
︶

▼
神
奈
川
県
真
鶴
町

　﹁
真
鶴
商
工
祭
り
﹂
︵
10
月
ご
ろ
︶

▼
奈
良
県
三
郷
町


﹁
三
郷
町
民
文
化
祭
﹂
︵
10
月
ご
ろ
︶

▼
東
京
都
武
蔵
野
市


﹁
青
空
市
﹂
︵
11
月
ご
ろ
︶

▼
埼
玉
県
三
郷
市


﹁
三
郷
市
産
業
フ
�
ス
タ
﹂︵
11
月
ご
ろ
︶

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
部
総
務
課
秘
書

　
係︵
�
71
・
２
０
０
０
︶

　
任
期
満
了
に
伴
う
﹃
安
曇
野
市
農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
﹄
が
�
７

月
２
日
︵
日
︶
に
行
わ
れ
ま
す
�
選

挙
に
よ
�
て
選
ば
れ
る
委
員
の
定
数

は
選
挙
区
ご
と
で
左
表
の
と
お
り
で
す
�

ま
た
�
立
候
補
に
関
す
る
説
明
会
な

ど
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
�

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▼
日
時
　
６
月
13
日
︵
火
︶
　



　
　
　
午
前
10
時
�

▼
場
所
　
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
�
ル







︵
予
定
者
１
人
に
対
し
て
２
人

　
　
　
　
以
内
で
出
席
し
て
く
だ
さ
い
︶

■
立
候
補
予
定
者
事
前
審
査

▼
日
時
　
６
月
20
日
︵
火
︶



　
　
　
午
前
９
時
�

※
立
候
補
予
定
者
説
明
会
の
受
付
順

　
に
よ
り
時
間
指
定
と
し
ま
す

▼
場
所
　
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
�
ル

■
立
候
補
の
届
出

▼
日
時
　
６
月
25
日
︵
日
︶
　



　
　
　
午
前
８
時
30
分
�
午
後
５
時

▼
場
所
　
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
�
ル

■
問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会



　
　
　
　
　
　︵
�
71
・
２
０
０
０
︶

　
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く
残
留
基
準

値
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
農
薬
な
ど
が
�

一
定
量
以
上
含
ま
れ
て
い
る
食
品
の

販
売
等
を
原
則
禁
止
す
る
制
度
が
５

月
29
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
�



同
制
度
の
施
行
で
�
農
家
は
も
ち

ろ
ん
家
庭
菜
園
で
農
薬
を
使
用
す
る

場
合
�
除
草
剤
を
散
布
す
る
場
合
な

ど
は
�
散
布
す
る
薬
剤
が
周
り
の
ほ

場
に
飛
散
し
�
農
作
物
に
残
留
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
�
農
薬
の
適
正

使
用
と
細
心
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
�

■
農
薬
散
布
に
お
け
る
飛
散
防
止
策



農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
�
周
り

の
ほ
場
�
作
物
へ
農
薬
が
飛
散
し
な

い
よ
う
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
�
う
�

○
風
の
な
い
日
や
風
の
弱
い
時
刻
を

　
選
ん
で
散
布
し
ま
し
�
う
�

○
対
象
と
な
る
作
物
だ
け
に
か
か
る

　
よ
う
に
で
き
る
だ
け
作
物
の
近
く

　
か
ら
散
布
し
ま
し
�
う
�

○
散
布
機
の
圧
力
と
風
量
を
適
切
に

　
し
て
使
用
し
ま
し
�
う
�

○
適
切
な
ノ
ズ
ル
を
選
び
ま
し
�
う
�

○
使
用
前
に
農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
書
か

　
れ
て
い
る
適
用
内
容
を
確
認
し
�
使

　
用
量
・
濃
度
・
使
用
時
期
お
よ
び

　
成
分
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
総

　
使
用
回
数
を
必
ず
守
り
ま
し
�
う
�

○
使
用
し
た
散
布
器
具
は
�
タ
ン
ク

　
や
ホ
�
ス
な
ど
に
農
薬
が
残
ら
な

　
い
よ
う
に
し
�
か
り
と
洗
浄
し
て
�

　
日
ご
ろ
か
ら
管
理
を
徹
底
し
ま
し

　
�
う
�

○
周
り
の
ほ
場
で
収
穫
直
前
の
作
物
が

　
あ
る
場
合
は
�散
布
日
や
収
穫
日
を
お

　
互
い
に
確
認
し
�調
整
し
ま
し
�
う
�

■
問
い
合
わ
せ
　
産
業
観
光
部
農
林

　
水
産
課
農
政
係
︵
�
77
・
３
１
１
１
︶

　
堀
金
岩
原
区
で
は
�﹁
ホ
タ
ル
の
里

づ
く
り
﹂
を
区
全
体
で
行
�
て
い
ま
す
�



こ
の
取
り
組
み
は
�
区
全
体
の
一
体

感
を
深
め
る
た
め
�
住
民
の
話
し
合
い

で
決
め
�
ホ
タ
ル
の
幻
想
的
な
灯
り
を

甦
ら
せ
る
こ
と
を
目
標
に
始
め
ま
し
た
�

こ
の
ほ
ど
�
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
た
め
�
平
成
17
年
度
︵
財
︶
自
治
総

合
セ
ン
タ
�

の
コ
ミ
�
ニ

テ
�
�
助
成

事
業
を
活
用

し
�
ホ
タ
ル

の
繁
殖
促
進

設
備
を
整
備

し
ま
し
た
�

宝
く
じ
助
成
事
業
で

堀
金
に
蛍
の
舞
う
風
景
を

　
平
成
17
年
度
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
事
業
を
穂
高
・
堀
金
・
明
科

地
域
が
受
け
�
下
記
の
よ
う
な
事
業

を
行
い
ま
し
た
�

︻
穂
高
地
域
︼



穂
高
地
域
で
は
�
歩
行
用
小
型
除

雪
機
を

14
台
・
道
路
清
掃
用
２
トン
ダ

ン
プ
を
１
台
購
入
し
ま
し
た
�



小
型
除
雪
機
は
�
各
区
に
貸
し

出
し
を
行
い
�
通
学
路
な
ど
の
除

雪
に
使
用
し
ま
し
た
�
ま
た
�
道

路

清

掃

用

ダ
ン
プ
は
�

道
路
の
補
修
・

清
掃
な
ど
に

使
用
し
ま
す
�

︻
明
科
地
域
︼



明
科
地
域
で
は
�
明
科
区
内
に
防

火
貯
水
槽
１
基
を
整
備
し
ま
し
た
�



今
回
整
備
さ
れ
た
防
火
貯
水
槽
は
�

上
手
上
郷
公
民
館
前
の
市
有
地
に
�

40
トン
貯
水
で

き
る
防
火
貯

水
槽
を
整
備

し
�
地
域
の

消
防
水
利
と

し
て
役
立
て

ま
す
�

︻
堀
金
地
域
︼

　
堀
金
地
域
で
は
�
市
内
で
最
も
入

園
児
数
が
多
い
堀
金
保
育
園
の
運
営

費
に
充
当
し
�
よ
り
良
い
保
育
園
づ

く
り
に
利
用
し
ま
し
た
�
こ
れ
は
�
国
・

県
の
補
助
金
が
廃
止
さ
れ
�
同
保
育

園
の
運
営
も
保
育
料
だ
け
で
は
�
財

源
不
足
だ
�
た
た
め
�
運
営
費
と
し

て
活
用
し
ま
し
た
�

　
県
で
は
�
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
命

お
よ
び
身
体
を
土
砂
災
害
か
ら
守
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
�
平
成
16
年
７

月
か
ら
明
科
地
域
の
土
砂
災
害
基
礎

調
査
を
始
め
ま
し
た
�
こ
の
ほ
ど
そ

の
調
査
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
土
砂

災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
説
明
会
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
�
ご
出
席

く
だ
さ
い
�

■
問
い
合
わ
せ
　
犀
川
コ
モ
ン
ズ
・

　
砂
防
セ
ン
タ
�
砂
防
チ
�
ム
︵
�

62
・
３
２
５
７
︶
ま
た
明
科
総
合
支
所

建
設
上
下
水
道
課
︵
�
62
・
３
０
０
１
︶

明
科
地
域
の
皆
さ
ま
へ

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の

指
定
に
関
す
る
説
明
会
に
参
加
を

農

業

報

告

そ

の

他

団

体

特
定
任
意
講
習
会
の
開
催

　
安
協
穂
高
事
務
局
で
は
�
70
歳
未

満
の
運
転
免
許
更
新
者
を
対
象
と
し

た
特
定
任
意
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
�

■
日
時
　
６
月
15
日
︵
木
︶
　



・
受
付
　
午
後
６
時
30
分
�



・
開
始
　
午
後
７
時

■
場
所
　
穂
高
会
館
第
２
会
議
室

■
対
象
者
　
免
許
証
更
新
期
間
が
�
平

　
成
18
年
６
月
16
日
�
12
月
15
日
の
人

※
70
歳
以
上
の
人
は
�
高
齢
者
講
習

　
が
必
要
な
た
め
対
象
外
で
す
�

■
持
ち
物
　
運
転
免
許
証

■
受
講
料
　
１
�
７
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
交
番
内
安
協

　
穂
高
事
務
局
︵
�
82
・
２
１
５
７
︶

………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

日　　程

6月5日(月)

　7日(水)

　
9日(金)

　12日(月)

　14日(水)

　16日(金)

7月3日(月)


　
5日(水)

　7日(金)




10日(月)




11日(火)




12日(水)




19日(水)




21日(金)




24日(月)

地
区

大足区

光
区

宮中区

町
区

明科区

潮
区

潮沢区

木戸区

上生野区

下押野区

上押野区

塩川原区

荻原区

南陸郷区

説明会会場

大足地区コミュニティー集会施設

北村集会場

中耕地公民館

町公民館

明科総合支所大会議室

潮農業生活改善施設

山中農業研修センター

潮沢公民館

木戸公民館

上生野公民館

下押野集会センター

上押野営農センター

塩川原農業研修センター

荻原農業都市交流センター

中村農業生活改善センター

※開催時間は、すべて午後7時〜9時です。

工事名

市道穂高４２号線外舗装工事

市道西穂高４４号線外舗装工事

市道西穂高７１号線外舗装工事

市道穂高３６号線外舗装工事

（市単）特環下水道関連
 道路占用路面復旧（古厩地区）工事

（市単）特環下水道関連
 道路占用路面復旧（橋爪地区）工事

市道堀金372・381号線改良舗装工事

道路改良工事（側溝整備）

交通安全施設等整備事業
（歩道設置工事）

地方道路整備臨時交付金事業　用地測量業務委託

豊科地域公共下水道（市単）管路布設工事

三郷東部保育園給食室改修工事

公共下水道事業　明科光地区管渠工事第３９工区

豊科地域公共下水道（国補・市単）舗装本復旧工事

豊科地域公共下水道（市単）管路布設工事

豊科地域公共下水道（市単）管路布設工事

豊科地域公共下水道（国補・市単）管路布設工事

案内標識補修工事

仮称　洞合自然公園工事

豊科公共下水道（市単）管路布設工事

市道新設改良事業　明科北村32号線道路改良工事

市単水路改良事業　北村地区水路新設工事

公共下水道事業　明科光地区舗装復旧工事

工事箇所

穂高

穂高柏原

穂高柏原

穂高

穂高有明

穂高有明

堀金烏川中堀

豊科（成相）　市道豊科中部131号線

豊科田沢（徳次郎）　市道豊科北部209号線

豊科（吉野）　市道豊科１級26号線

豊科　上鳥羽北枝線第１工区

三郷明盛　東部保育園

明科光地区　北村・中条

豊科光　国道19号豊科光１工区

豊科高家　真々部南枝線第１工区

豊科高家　真々部北枝線第１工区

豊科南穂高　細萱西枝線第１工区

安曇野市内一円

三郷小倉　洞合地区

豊科高家　熊倉西枝線第１工区

明科光北村

明科光北村

明科光地区　国道１９号

請負者

（株）中部水工

（有）林屋組

（株）松澤組

（株）武井組

（株）関組

（株）イトウ

猿田建設（株）

（株）振興建設

（株）ワークメイト

一志設計（株）

立商工事（有）

一日市建設（株）

（株）横内組

（株）振興建設

（株）武井建設

（株）山本組

（株）佐原建設

（有）長野安全サービス

（株）信州グリーン

（株）ワークメイト

（有）長幅建設

山埼建設（株）

山埼建設（株）

請負代金

5,250,000

6,615,000

5,985,000

7,665,000

8,610,000

8,925,000

9,240,000

6,562,500

13,650,000

6,825,000

13,335,000

3,045,000

53,550,000

26,880,000

10,552,500

17,010,000

21,000,000

4,305,000

35,700,000

11,130,000

4,305,000

7,350,000

27,300,000

入札契約結果（平成18年３月分）

選挙区

豊科選挙区

穂高選挙区

三郷選挙区

堀金選挙区

明科選挙区

計

選挙すべき
委員定数

９人

12人

９人

６人

４人

40人

25 広報 5月号 24広報 5月号



健康に関する

相談・体操

心配ごと相談
(行政相談)

結婚相談

教育相談

11日（日）  13:00～16:00
    穂高地域福祉センター(℡82-2940)

育児相談・サロン ７日(水)・21日(水)
10:00～12:00
南穂高児童館(℡71-5150)

６日（火） 10:00～12:00
高家児童館(℡72-5685)

21日（水） ９:30～11:30
豊科保健センター(℡72-9970)

12日（月） ９:30～11:00
堀金保健センター(℡73-5770)

14日（水）・28日（水） ９:30～11:00
豊科保健センター(℡72-9970)

29日（木） ９:30～11:00
穂高保健センター(℡81-0711)

13日（火）・27日(火) ９:30～11:00
三郷保健センター(℡77-9111)

６日（火） ９:30～11:00
明科総合福祉センター(℡81-2941)

12日（月） ９:30～11:30
明科総合福祉センター(℡81-2941)

子育て相談(小川原容子先生) ９日（金）
10:30～12:00
豊科中央児童館(℡72-0122)

18日（日）   13:00～16:00
    三郷福祉センター (℡77-8080)

８日（木）  13:30～15:30
三郷総合支所健康福祉課(℡77-3111)

22日（木）   13:30～15:30
三郷福祉センター(℡77-8080)

７日（水）・14日（水）・21日（水）・28日（水）
15:00～17:00  穂高勤労者福祉センター

６日（火）・13日（火）・20日（火）・27日（火）
９:00～12:00 三郷公民館(℡77-2109)

12日（月）・★26日（月）  13:00～16:00
堀金老人福祉センター(℡73-5288)

８日（木）・★22日（木）  13:00～16:00
三郷福祉センター(℡77-8080)

13日(火)・★27日(火)  13:00～16:00
穂高地域福祉センター(℡82-2940)

９日(金)・★23日（金）  13:00～16:00
明科総合福祉センター(℡62-2429)

14日(水)・★28日（水）  13:00～16:00
豊科ささえあいセンター「にじ」 (℡72-3013)

21日（水）  ９:30～11:30
三郷保健センター(℡77-9111)

12日（月）  ９:30～11:30
穂高保健センター(℡81-0711)

20日（火）  ９:30～11:30
堀金保健センター(℡73-5770)

※管理栄養士または栄養士による相談です。

平日 ８:30～17:00
健康福祉部児童保育児童係(℡81-0727)

※事前にお電話の上、お出かけください。

14日（水）・28日（水）  ９:30～16:00
豊科公民館   松本社会保険事務所(℡32-5821)

栄養相談

13日（火）・27日（火）

14:00～16:00 豊科公民館(℡72-2158)
※グループ学習・親の会

上記の教育相談の問い合わせ・予約先

  教育委員会学校教育課（℡62-3177）

※ 
★
印は行政相談を同時開催

心配ごと相談･･･上記へ

行政相談･･･総務部総務課(℡71-2000)

６日（火）・13日（火）・20日（火）・27日（火）

９:00～15:00   豊科公民館(℡72-2158)
※幼児期の子育て（個別相談）

※非行・中退・不登校等の子ども（個別相談）  

３日（土）･10日（土）･17日（土）

９:00～15:00   豊科公民館(℡72-2158)
※非行・中退・不登校等の子ども（個別相談） 

子育て相談(助産師) 16日（金）
９:45～12:00
穂高北部児童館(℡83-5494)

年金相談

…場所 …問い合わせ …時間

９日(金)・23日(金) ９:30～11:30
14日（水）・28日（水） 13:30～15:30
三郷保健センター・三郷公民館
三郷保健センター(℡77-9111)
※保健師と運動実践指導者による健康体操相談

健康に関する相談は、各保健センターでも随時受け
付けています。

子育てに
関する
相談

母
乳
・
育
児
相
談

そ
の
他

各種相談

毎週月･水･木曜日（祝日を除く） 10:00～16:00
  明科総合支所(℡62-3177)

子ども
母子家庭
女性の相談

※保健師・助産師・管理栄養士が応じます。

※母乳相談は  

★豊科中央児童館
TEL.72-0122

■休館日／日曜・祝日

卓球の日 (指導:西村佐保子先生) ■ 10日（土） 14:00～15:00

本と友達   ■ 17日（土） 16:00～16:30

チャレンジクラブ （ウォークラリー） ■ 17日（土） 14:00～16:00

ポートボール大会   ■ 24日（土） 14:00～15:00

運動遊び  ■ ２日（金）  11:00～11:30

絵本・紙しばい  ■ ５・12・19日（月） 11:00～11:30

お外で遊ぼう  ■ 16日（金）  11:00～11:30

リズム遊び  ■ 23日（金）  11:00～11:30

…乳幼児対象の催し物です。 折り紙   ■ １日（木）  ２～３歳児

〃   ■ ２日（金）  ０～１歳児

育児についての話 ■ ８日(木)  ２～３歳児

〃   ■ ９日(金)  ０～１歳児

リズムあそび  ■ 15日(木)  ２～３歳児

〃   ■ 16日(金)  ０～１歳児

運動あそび  ■ 22日(木)  ２～３歳児

〃   ■ 23日(金)  ０～１歳児

キッズビクス  ■ 29日(木)  ２～３歳児

〃   ■ 30日(金)  ０～１歳児

いっしょにあそぼう

上鳥羽地区･･･３日（土）／下飯田地区･･･10日(土) 10:30～15:00

下鳥羽地区･･･17日(土)／光地区･･･24日(土) 10:30～15:00

移動児童館

子どもサークルＢ（スポーツ・手芸など）  ■ 10日(土) 14:00～

子育て雑談会  ■ 13日（火）･27日(火) 11:00～12:00

よちよちらんどリズムあそび        ■ 16日（金） 10:30～

ひまわりっ子クラブ

★高家児童館 TEL.72-5685
■休館日／日曜・祝日

体遊び   ■ 13日（火） 10:30～11:30

  トイレトレーニング  ■ 26日(月) 10:30～11:30

★穂高西部児童館 TEL.82-2527
■休館日／日曜・祝日

バルーンアート教室  ■ 14日（水） 10:30～11:30

★穂高北部児童館 TEL.83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

★明科児童館
TEL.62-2482

■休館日／日曜・祝日

10:00～12:00

★南穂高児童館「にこにこランド」 TEL.71-5150
■休館日／日曜・祝日

子どもサークルＡ（クッキング・スポーツ） ■ ３日(土) 14:00～15:30

とんとんらんどカエル作り ■ 13日（火） 10:30～11:30

児童館の予定

★穂高中央児童館
TEL.82-2940

■休館日／日曜・祝日

お節句を祝って  ■ ３日（土） 10:00～12:30

フラワーアレンジメント教室 ■ 14日(水) 10:30～11:30

  親子あづみのめぐり① ■ 17日(土) 10:00～13:00

  読み聞かせ   ■ 毎週水曜日 11:00～11:20

20ページ
福祉マーククイズ

　　　  聴覚障害者シンボルマーク

：答え：　耳マーク（国内マーク）

｢耳が聞こえない(聞こえづらい)｣ことを示

します。診察券や通帳など持ち物にこのマ

ークを付けている人がいたら、筆談や手話

などでコミュニケーションをとりましょう。

介護相談

高家児童館および南穂高児童館は育児相談のみ（相談者
は山下勝工(まさのり)先生)です。事前に連絡をいただ
ければ、上記以外の日も相談できます。

このコーナーに登場していただける、３歳までのお子さんを募集

しています。【問い合わせ】Tel.71-2000、 Fax.72-1223 
Ｅメール info@city.azumino.nagano.jp

物語

　子どもの名前には｢愛｣

という字を入れたいと思

っていました。多くの人

に愛され、多くの人を愛

することができる優しい

子に育ってほしいです。

（ママ・香菜さん）
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編
集
後
記

◆
今
月
号
か
ら
広
報
紙
の
印
刷
経
費
を

掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た（
ペ
ー
ジ

左
下
参
照
）。
昨
年
の
旧
５
カ
町
村
の
広

報
４
月
号
は
一
部
平
均
　
円
。
新
市
で
は

早
期
に
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
せ
た

よ
う
で
す
。
よ
り
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、経

費
以
上
の
価
値
を
生
む
広
報
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
Ｔ

◆
今
年
も
三
郷
中
で
暴
漢
対
策
訓
練
が

行
わ
れ
た
。
昨
年
こ
の
記
事
を
掲
載
し
た

際
、サ
ス
マ
タ
と
サ
ル
マ
タ
を
間
違
え
て

し
ま
っ
た
。
先
生
が
サ
ル
マ
タ
で
犯
人
を

追
い
詰
め
る
…
。
想
像
す
る
と
、今
で
も

笑
い
が
込
み
上
げ
て
く
る
、お
か
し
く
も

情
け
な
い
失
敗
の
お
話
。
Ｓ
　
　
　
　

◆
春
か
ら
夏
を
思
わ
せ
る
日
差
し
に
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、こ
の
冬
初
め
て

家
の
ト
イ
レ
で
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
を
越

冬
さ
せ
る
の
に
成
功
。
息
子
も
娘
も
興
味

津
々
で
す
が
、全
部
成
虫
に
な
っ
た
ら
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
…
。
Ｍ

◆
取
材
先
で
自
分
の
知
ら
な
か
っ
た
安
曇

野
の
風
景
に
数
多
く
出
会
い
、安
曇
野
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
毎
日
。
新
緑
の
ま
ぶ

し
い
季
節
を
迎
え
、こ
れ
か
ら
ど
ん
な
風

景
に
出
会
え
る
の
か
楽
し
み
で
す
。
Ｋ

古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其

の
八

今月の色

萌木色
Moeg i - i r o

三通りの表記の仕方が
ある。野山に自然の命
が再生される喜びを表
現した日本古来の色。

2006. 5. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,175人（+95）

48,008人（+38）

51,167人（+57）

35,484世帯（+110）

一斉に萌え出る若芽

　
つ
い
つ
い「
お
は
よ
う
！
」と
声
を

掛
け
た
く
な
る
ユ
リ
の
木
の
新
芽
。

や
っ
と
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
よ
う

で
す
。
別
名
「
は
ん
て
ん
木
」
と
か
 

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ツ
リ
ー
」
な
ど
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。こ
の
広
報
が
発
行

さ
れ
る
こ
ろ
に
は
葉
も
大
き
く
な

り
、い
つ
も
な
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
よ

う
な
花
を
つ
け
ま
す
が
、今
年
は
少

し
遅
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

花
言
葉
は『
田
園
の
幸
福
』。安
曇

野
市
に
ピ
タ
リ
と
は
ま
る
花
言
葉

だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

― 三郷総合支所前のユリの木 ―

印刷経費1部　25円
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